
第５６７号 ２０１８年（平成３０年）１月１５日ニ　ュ　ー　ス　専　修 （8）

　
学
校
法
人
専
修
大
学
の
平

成
29
年
度
補
正
予
算
は
12
月

13
日
開
催
の
理
事
会
・
評
議

員
会
の
議
決
を
経
て
、
別
表

の
と
お
り
決
定
し
た
。

１
資
金
収
支
補
正
予
算

｜
当
初
予
算
額
と
の
比
較
｜

〔
概
要
〕
予
算
規
模
は
、
当

初
予
算
に
比
べ
１
８
１
６
万

円
の
増
（
当
初
予
算
比
０
・

06
％
増
）
で
３
１
３
億
５
５

２
５
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

　
収
入
の
部
で
は
、
当
年
度

収
入
合
計
が
当
初
予
算
に
比

べ
５
億
８
７
７
５
万
円
の
減

（
当
初
予
算
比
２
・
34
％
減
）

で
２
４
５
億
１
６
１
８
万

円
。
前
年
度
繰
越
支
払
資
金

は
、
当
初
予
算
に
比
べ
６
億

５
９
１
万
円
の
増
で
68
億
３

９
０
６
万
円
と
な
っ
て
い

る
。

　
支
出
の
部
で
は
、
当
年
度

支
出
合
計
が
当
初
予
算
に
比

べ
６
１
３
６
万
円
の
減
（
当

初
予
算
比
０
・
25
％
減
）
で

２
４
１
億
８
４
９
８
万
円
。

翌
年
度
繰
越
支
払
資
金
は
、

翌
年
度
の
収
入
と
な
る
前
受

金
収
入
を
含
み
、
当
初
予
算

に
比
べ
７
９
５
２
万
円
の
増

（
当
初
予
算
比
１
・
12
％

増
）
で
71
億
７
０
２
６
万
円

と
な
っ
て
い
る
。

２
事
業
活
動
収
支
補
正
予
算

〔
概
要
〕
事
業
活
動
収
支
補

正
予
算
で
は
、
事
業
活
動
収

入
計
が
当
初
予
算
に
比
べ
１

億
８
０
３
１
万
円
の
減
（
当

初
予
算
比
０
・
72
％
減
）
で

２
４
８
億
６
６
２
万
円
。
事

業
活
動
支
出
計
は
、
当
初
予

算
に
比
べ
２
億
２
４
０
１
万

円
の
増
（
当
初
予
算
比
０
・

94
％
増
）
で
２
３
９
億
５
３

６
６
万
円
と
な
り
、
基
本
金

組
入
前
当
年
度
収
支
差
額
は

８
億
５
２
９
６
万
円
と
な
っ

て
い
る
。
基
本
金
組
入
額
合

計
は
、
当
初
予
算
に
比
べ
１

９
８
４
万
円
の
組
入
額
減

（
当
初
予
算
比
０
・
81
％

減
）
で
△
24
億
２
３
６
４
万

円
と
な
り
、
基
本
金
組
入
前

当
年
度
収
支
差
額
と
基
本
金

組
入
額
合
計
を
合
わ
せ
た
当

年
度
収
支
差
額
は
、
当
初
予

算
に
比
べ
３
億
８
４
４
８
万

円
の
支
出
超
過
額
の
増
（
当

初
予
算
比
32
・
41
％
増
）
で

△
15
億
７
０
６
８
万
円
と
な

っ
て
い
る
。
前
年
度
繰
越
収

支
差
額
（
△
３
４
７
億
５
４

５
万
円
）
を
加
え
た
翌
年
度

繰
越
収
支
差
額
は
、
当
初
予

算
に
比
べ
８
億
２
９
８
万
円

の
支
出
超
過
額
の
減
（
当
初

予
算
比
２
・
17
％
減
）
で
△

３
６
２
億
７
６
１
３
万
円
と

な
っ
て
い
る
。

教
育
活
動
収
支

事
業
活
動
収
入
の
部

科　　　　　　目 当　初　予　算　額 補正予算　増○減△ 補 正 後 予 算 額

学 生 生 徒 等 納 付 金 20,400,361,000 ○ 186,883,000 20,587,244,000

手 数 料 1,010,201,000 ○ 1,112,000 1,011,313,000

寄 付 金 200,000,000 0 200,000,000

経 常 費 等 補 助 金 1,468,901,000 △ 512,533,000 956,368,000

国 庫 補 助 金 1,454,797,000 △ 513,533,000 941,264,000

地方公共団体補助金 13,804,000 ○ 1,000,000 14,804,000

学 術 研 究 振 興 資 金 300,000 0 300,000

付 随 事 業 収 入 625,351,000 ○ 47,288,000 672,639,000

雑 収 入 769,544,000 ○ 85,047,000 854,591,000

教 育 活 動 収 入 計 24,474,358,000 △ 192,203,000 24,282,155,000

事
業
活
動 

支
出
の
部

人 件 費 14,642,274,000 △ 28,180,000 14,614,094,000

教 育 研 究 経 費 7,261,656,000 ○ 157,620,000 7,419,276,000

管 理 経 費 1,666,078,000 ○ 54,536,000 1,720,614,000

徴 収 不 能 額 等 0 0 0

教 育 活 動 支 出 計 23,570,008,000 ○ 183,976,000 23,753,984,000

教 育 活 動 収 支 差 額 904,350,000 △ 376,179,000 528,171,000

教
育
活
動
外
収
支

事
業
活
動

収
入
の
部

受 取 利 息･配 当 金 59,142,000 0 59,142,000

その他の教育活動外収入 0 0 0

教 育 活 動 外 収 入 計 59,142,000 0 59,142,000

事
業
活
動

支
出
の
部

借 入 金 等 利 息 3,213,000 0 3,213,000

その他の教育活動外支出 0 0 0

教 育 活 動 外 支 出 計 3,213,000 0 3,213,000

教育活動外収支差額 55,929,000 0 55,929,000

　 経 常 収 支 差 額 960,279,000 △ 376,179,000 584,100,000

特
別
収
支

事
業
活
動

収
入
の
部

資 産 売 却 差 額 0 0 0

そ の 他 の 特 別 収 入 453,433,000 ○ 11,891,000 465,324,000

施 設 設 備 補 助 金 3,333,000 ○ 11,891,000 15,224,000

そ の 他 の 収 入 450,100,000 0 450,100,000

特 別 収 入 計 453,433,000 ○ 11,891,000 465,324,000

事
業
活
動

支
出
の
部

資 産 処 分 差 額 6,423,000 ○ 40,041,000 46,464,000

そ の 他 の 特 別 支 出 0 0 0

特 別 支 出 計 6,423,000 ○ 40,041,000 46,464,000

特 別 収 支 差 額 447,010,000 △ 28,150,000 418,860,000

[ 予  　 備 　  費 ] 150,000,000 0 150,000,000

基 本 金 組 入 前 当 年 度 収 支 差 額 1,257,289,000 △ 404,329,000 852,960,000

基 本 金 組 入 額 合 計 △ 2,443,486,000 ○ 19,845,000 △ 2,423,641,000

当 年 度 収 支 差 額 △ 1,186,197,000 △ 384,484,000 △ 1,570,681,000

前 年 度 繰 越 収 支 差 額 △ 35,892,925,000 ○ 1,187,472,000 △ 34,705,453,000

基 本 金 取 崩 額 0 0 0

翌 年 度 繰 越 収 支 差 額 △ 37,079,122,000 ○ 802,988,000 △ 36,276,134,000

(参考)

事 業 活 動 収 入 計 24,986,933,000 △ 180,312,000 24,806,621,000

事 業 活 動 支 出 計 23,729,644,000 ○ 224,017,000 23,953,661,000

学校法人専修大学 平成２９年度 事業活動収支補正予算書（概要）

平成２９年４月１日から平成３０年３月３１日まで (単位:円)

 収　入　の　部

科　　　　　　　　　　目 当　初　予　算　額 補正予算　増○減△ 補 正 後 予 算 額

学 生 生 徒 等 納 付 金 収 入 20,400,361,000 ○ 186,883,000 20,587,244,000

手 数 料 収 入 1,010,201,000 ○ 1,112,000 1,011,313,000

寄 付 金 収 入 500,000,000  0 500,000,000

補 助 金 収 入 1,472,234,000 △ 500,642,000 971,592,000

国 庫 補 助 金 収 入 1,458,130,000 △ 501,642,000 956,488,000

地方公共団体補助金収入 13,804,000 ○ 1,000,000 14,804,000

学 術 研 究 振 興 資 金 収 入 300,000 0 300,000

資 産 売 却 収 入 200,000,000 △ 36,580,000 163,420,000

付 随 事 業･収 益 事 業 収 入 625,351,000 ○ 47,288,000 672,639,000

受 取 利 息･配 当 金 収 入 59,142,000  0 59,142,000

雑 収 入 769,544,000 ○ 85,047,000 854,591,000

借 入 金 等 収 入 0  0 0

前 受 金 収 入 3,800,116,000  0 3,800,116,000

そ の 他 の 収 入 781,657,000 ○ 41,955,000 823,612,000

資 金 収 入 調 整 勘 定 △ 4,514,673,000 △ 412,813,000 △ 4,927,486,000

当 年 度 収 入 合 計 25,103,933,000 △ 587,750,000 24,516,183,000

前 年 度 繰 越 支 払 資 金 6,233,155,453 ○ 605,911,933 6,839,067,386

収 入 の 部 合 計 31,337,088,453 ○ 18,161,933 31,355,250,386

 支　出　の　部

科　　　　　　　　　　目 当　初　予　算　額 補正予算　増○減△ 補 正 後 予 算 額

人 件 費 支 出 14,590,378,000 ○ 5,413,000 14,595,791,000

教 育 研 究 経 費 支 出 5,013,947,000 △ 57,805,000 4,956,142,000

管 理 経 費 支 出 1,445,231,000 ○ 31,693,000 1,476,924,000

借 入 金 等 利 息 支 出 3,213,000 0 3,213,000

借 入 金 等 返 済 支 出 206,760,000 0 206,760,000

施 設 関 係 支 出 1,309,004,000 △ 2,926,000 1,306,078,000

設 備 関 係 支 出 429,755,000 △ 24,592,000 405,163,000

資 産 運 用 支 出 650,018,000  0 650,018,000

そ の 他 の 支 出 1,781,898,000 ○ 32,499,000 1,814,397,000

[ 予 　 備 　 費 ] 150,000,000 0 150,000,000

資 金 支 出 調 整 勘 定 △ 1,333,850,000 △ 45,648,000 △ 1,379,498,000

当 年 度 支 出 合 計 24,246,354,000 △ 61,366,000 24,184,988,000

翌 年 度 繰 越 支 払 資 金 7,090,734,453 ○ 79,527,933 7,170,262,386

支 出 の 部 合 計 31,337,088,453 ○ 18,161,933 31,355,250,386

学校法人専修大学 平成２９年度 資金収支補正予算書（概要）

平成２９年４月１日から平成３０年３月３１日まで (単位:円)

備考　１．教育活動収支の事業活動収入の部「寄付金」は施設設備寄付金を除く。

　　　２．教育活動収支の事業活動支出の部「人件費」には退職給与引当金繰入額を含み、「教育研究経費」と「管

理経費」には、それぞれ減価償却額を含む。

校
友
会
情
報

〈
山
口
支
部
総
会
〉

▽
１
月
24
日
（
水
）
19
時
〜

▽
Ｊ
Ｒ
湯
田
温
泉
駅
か
ら
徒

歩
10
分
「
ホ
テ
ル
か
め
福
」

問
山
田
次
朗
氏
☎
０
９
０
・

７
７
７
１
・
８
０
６
９

２
０
１
７
年
春
の
叙
勲

◇
旭
日
中
綬
章
◇

具
志
孝
助
氏
（
昭
42
商
・
沖

縄
）
地
方
自
治
功
労

税
理
士
試
験
合
格

卒
業
生
へ
お
願
い

　
本
学
出
身
の
会
計
士
、
税

理
士
の
会
で
あ
る
専
修
大
学

会
計
人
会
（
吉
田
伸
江
会

長
）
で
は
、
合
格
者
の
方
へ

の
支
援
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ

く
り
の
た
め
、
２
０
１
７
年

度
税
理
士
試
験
に
合
格
し
た

（
一
部
科
目
合
格
も
含
む
）

卒
業
生
の
情
報
を
求
め
て
い

ま
す
。
合
格
者
の
方
は
、
校

友
会
事
務
局
（
☎
03
・
３
２

６
５
・
７
５
７
９
、E-mail

‥koyuka@acc.senshu-u.

ac.jp

）
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

ア
ド
ニ
ス
82
号
刊
行

　
１
月
15
日
刊
行
の
校
友
会

誌「
ア
ド
ニ
ス
」82
号
の
特
集

は
日
髙
義
博
理
事
長
、
佐
々

木
重
人
学
長
、
尾
池
守
石
巻

専
修
大
学
長
、
小
宮
多
喜
次

校
友
会
長
が
語
る
「
私
を
変

え
た
あ
の
人
、
あ
の
出
来

事
」。「
わ
れ
ら
専
修
人
」
は

県
立
広
島
大
学
経
営
情
報
学

部
准
教
授
の
佐
々
木
宣
介
さ

ん（
平
５
石
理
工
）を
紹
介
。

パ
ー
ソ
ナ
ル
カ
ラ
ー
講
座

▽
日
時

１
月
30
日
（
火
）

13
時
30
分
〜
▽
場
所

神
田

キ
ャ
ン
パ
ス
２
０
７
教
室

▽
講
師

イ
メ
ー
ジ
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
「Brilliant 

season

」
代
表
大
貫
い
つ
き

氏
、
イ
メ
ー
ジ
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
「On Color

」
代
表
堀

川
美
紀
氏
▽
定
員

26
人

（
先
着
）
▽
参
加
費

無
料

※
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

は
神
田
学
生
生
活
課
☎
03
・

３
２
６
５
・
６
８
２
４

　「
専
修
大
学
創
立
１
４
０

年
・
石
巻
専
修
大
学
創
立
30

年
記
念
事
業
募
金
」
に
対
し

多
額
の
寄
付
を
い
た
だ
い
た

甘
竹
秀
雄
校
友
会
名
誉
会
長

（
理
事
・
評
議
員
、
昭
33
商

経
）、
谷
口
筆
敏
さ
ん
（
評

議
員
、
昭
46
法
）、
蒲
田
重

勝
さ
ん
（
評
議
員
、
昭
52

商
）、
東
平
豊
三
さ
ん
（
評

議
員
・
育
友
会
長
）
の
４
人

に
日
髙
義
博
理
事

長
が
感
謝
状
を
贈

っ
た
。

　
感
謝
状
の
授
与

は
12
月
13
日
、
神

田
キ
ャ
ン
パ
ス
で

行
わ
れ
、
日
髙
理

事
長
が
一
人
一
人

に
手
渡
し
た
。

　
い
た
だ
い
た
寄

付
は
、
キ
ャ
ン
パ

ス
の
教
育
施
設
設

備
の
整
備
拡
充
や
学
生
ス
ポ

ー
ツ
活
動
の
振
興
、
教
育
研

究
の
充
実
、
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ

イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
充
実
・

支
援
に
充
て
る
。

谷
口
さ
ん
（
右
）
と
日
髙
理
事
長

４
氏
に
感
謝
状

多
額
寄
付

　
専
修
大
学
玉
名
高
等
学
校

（
熊
本
県
玉
名
市
、
松
野
孝

則
校
長
）
の
吹
奏
楽
部
Ｖ
Ｅ

Ｎ
Ｔ
Ｕ
Ｒ
Ｅ
Ｓ

写
真

は

12
月
17
日
、
さ
い
た
ま
市
の

さ
い
た
ま
ス
ー
パ
ー
ア
リ
ー

ナ
で
開
催
さ
れ
た
「
第
45
回

マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
全
国
大

会
」
（
日
本
マ
ー
チ
ン
グ
バ

ン
ド
協
会
主
催
）
高
等
学
校

の
部
、
小
編
成
部
門
（
54
人

以
内
）
で
、
11
回
目
の
金
賞

を
受
賞
し
た
。

　
指
揮
者
を
含
め
52

人
が
出
場
、「Book 

of 
Imagination

〜
想
像
の
本
〜
」
を

テ
ー
マ
に
躍
動
感
あ

ふ
れ
る
演
奏
演
技
で

聴
衆
を
魅
了
し
た
。

　
今
回
で
16
年
連
続

の
全
国
大
会
出
場
と

な
り
、
出
場
回
数
、

金
賞
受
賞
と
も
九
州

支
部
で
は
最
多
記

録
。

　
メ
ン
バ
ー
は
「
先

輩
た
ち
が
築
き
上
げ

て
き
た
伝
統
に
新
た

な
一
ペ
ー
ジ
を
加
え
る
こ
と

が
で
き
た
。
今
後
さ
ら
な
る

飛
躍
を
目
指
し
ま
す
」
と
話

し
て
い
る
。

　
ま
た
、
専
修
大
学
北
上
高

校
（
岩
手
県
北
上
市
、
菊
池

秀
雄
校
長
）
の
吹
奏
楽
部

は
、
同
中
編
成
部
門
（
55
〜

70
人
）
で
10
年
連
続
11
回
目

の
出
場
。
６
年
連
続
で
銅
賞

を
受
賞
し
た
。

専
大
玉
名
高
が

11
回
目
の
金
賞

マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
全
国
大
会

息の合ったハーモニー グリークラブ定期演奏会
　年末、音楽系サークルの多くが定期演奏

会を開き、活動の成果を披露した。

　男声合唱団グリークラブ（今田優貴代表

・ネット情報２、18人）は12月23日、東京

都千代田区の一ツ橋ホールで第53回定期演

奏会を開催した＝写真。作曲者の異なる３

曲の「アヴェ・マリア」をはじめ「アメイ

ジング・グレイス」などクリスマスにふさ

わしい楽曲を披露。後半は今演奏会のメイ

ンとなる「ベルリン・レクイエム」を力強

く時に切々と歌いきった。ＯＢも登場し、

息の合ったハーモニーで聴衆を魅了した。

平
成
29
年
度
補
正
予
算

No. 82
2018. 01

われら専修人

佐々木宣介
県立広島大学 准教授

アートサロン 紙上展覧会

佐藤裕子
いけばな

平成29年度 年会費納入者一覧（第4弾）
開催報告

第33回 グリーンカップ・ゴルフ大会
ホームカミングデー 2017
第12回 校友会ワイン大学

新春トップインタビュー

私を変えた
あの人、
あの出来事
日髙義博 学校法人専修大学理事長

佐々木重人 専修大学長

尾池 守 石巻専修大学長

小宮多喜次 専修大学校友会長

ソフトバンク
2位指名!

専修大学野球部 投手高橋 礼（商4）

専修大学校友会誌 アドニス


